
策定 に当たって

! 策 定 の趣 旨

全国的に高齢化が進む 中、本県では令和 4 年の高齢化率が35. 2% と、全国第 3 位 の

高齢化率 となってお り、全国に先行 して高齢化が進行 しています。

更に、総人 口、生産年齢人 口が減少す る中で、令和 ? (2025) 年 には、いわゆる団塊

の世代が75歳以上 とな り、高齢単身世帯や認知症の人等の増加 が見込まれていること

に加 え、令和22 (2040) 年 にはいわゆる団塊 ジュニア世代が65歳以上 となることか ら、

今後一層 の高齢化の進行が見込まれています。

また、介護 ニーズの高い85歳以上人 口の増加 によ り、医療 ・介護 の複合的なニーズ

を有す る高齢者 の増加 が見込まれています。

本県では、 これまで、令和 3 (2021) 年 3 月に策定 した 「第七次やま ぐち高齢者プラ

ン」 (以下 「七次プラン」 とい う。) に基づ き、 「だれ もが生涯 にわた り、住み慣れ

た家庭や地域で、安心 していきいき と暮 らせ る社会づ くり」 を基本 目標 として、地域

包括ケアシステムの基盤強化や介護サー ビスの充実 をは じめ、様 々な高齢者施策 の計

画的な推進 を図ってきま した。

こ うした中、介護保険事業計画期 間が令和 6 (2024) 年度か ら第 9 期事業計画期 間に

移行す ることな どか ら、七次プランを見直 し、今後 3 年間の高齢者保健福祉推進 の基

本 となる 「第八次や ま ぐち高齢者プラン」 (以下 「計画」 とい う。) を次の視点によ

り策定す るものです。

【策定の主な視点】

〇 本県の高齢者 を取 り巻 く現状や七次プランの進拔状況、介護保険制度の改正等

を反映

〇 令和22 (2040) 年等の中長期 を見据 え、地域の実情に応 じた地域包括ケアシス

テムを深化 • 推進 してい くため、重点的に進 める施策 を明確化

〇 介護サー ビスの見込量や施設整備等の圏域調整 による、 「市町老人福祉計画」

及び 「市町介護保険事業計画」 (以下 「市町計画」 とい う。) との整合性 を確保

〇 病床機能の分化 • 連携の取組 によ り生 じる介護施設 • 在宅医療等の追加的需要

について、 「第 8 次 山口県保健医療計画」 (以下 「医療計画」 とい う。) との整

合性 を確保

2 計 画 の位 置 付 け と役 割

この計画は、老人福祉法第20条の 9 の規定に基づ く 「老人福祉計画」 と介護保険法

第118条の規定に基づ く 「介護保険事業支援計画」として位置付 け られ、本県にお ける

高齢者施策 を総合的、計画的に推進す るための基本指針 となるものです。

また、この計画は、 「山 口県地域福祉支援計画」、 「健康や ま ぐち 2 1 計画」な ど、
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本県の高齢者施策の推進 に関連す る他の計画等 と緊密 に連携 しなが ら施策 を推進す る

こととし、次のよ うな役割 を担 うこととします。

⑴  県 においては、市町 と一体 となって、高齢者施策 を総合的、計画的に推進す るた

めの基本指針 とします。

⑵  市町に対 しては、高齢者施策推進 の共通指針 として、県 と一体 となった取組 の推

進 を期待 します。

⑶  県民、民間団体、事業者等 に対 しては、 この計画の推進 について理解 と協力 を求

め、 自主的かつ創造的な活動 を期待 します。

3 市 町計 画 及 び 医療 計 画 との整 合 性 の確 保

住民に最 も身近で、介護保険の保険者である市町においては、人 口構成の変化や必

要な介護サー ビス需要の変化等 に応 じて、県 との連携 の下、介護保険サー ビスをは じ

め とす る高齢者サー ビスの見込量 を設定す るとともに、その計画的な提供 を 目的 とし

て、 「市町老人福祉計画」 と 「市町介護保 険事業計画」 を一体的に策定 します。

また、平成30 (2018) 年度か ら医療計画 と作成、見直 しのサイ クルが一致 してお り、

在宅医療 • 介護 の充実等の地域包括ケアシステムの構築 と病床機能の分化及び連携 の

推進 による効率的で質の高い医療提供体制の構築が一体的に行われ るよ う、介護サー

ビス見込量 と在宅医療等の整備 目標 について整合性 を確保す る必要があ ります。

これ らを踏 まえ、本計画 においては、各市町の均衡 の とれた介護サー ビス提供水準

の確保や介護保険制度等の円滑な運営が図 られ るよ う、市町計画 を基 に、各高齢者保

健福祉 圏域及び県全体の介護サー ビス見込量を設定す るとともに、医療 • 介護 関係者

間でよ り緊密 に連携 して医療計画 との整合性 を確保 し、広域的な観点に立って、地域

包括ケアシステムの深化 ・推進や高齢者 の社会参画の促進 な ど、今後、取 り組むべ き

施策 を定めます。

【図 1】他計画 との関係
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4 圏域 の設 定

この計画 においては、広域的な観点か ら、総合的なサー ビス提供体制の整備 を進 め

るため、高齢者保健福祉 圏域 を設定 します。

この計画は、保健 ・医療 • 福祉 の緊密 な連携 によ り推進す ることが重要であること

か ら、高齢者保健福祉 圏域 と医療計画 に定める保健 医療圏を一致 させ 、県内を 8 圏域

に区分 します。

【表 ］］高齢者保健福祉圏域 と構成市町

岩国 柳井 周南 山口 ・防府 宇部•小野田 下関 長門 萩

岩 国市
和木町

柳井市
周防鳩 町
上関町
田布施町
平生町

市
 

市
松

市
南

下
光

周

山 口市

防府市
宇部市
美祢市
山陽小野田市

下関市 長 門市 萩市
阿武町

【図 2】高齢者保健福祉圏域
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5 計 画 の期 間及 び 見 直 しの 時 期

この計画の期間は、令和 6 (2024) 年度か ら令和 8 (2026) 年度 までの 3 年間 とします。

また、人 口構成の変化や介護需要の動向は地域 ごとに異な り、中長期的な介護 ニー

ズの状況 に応 じた介護サー ビス基盤 を医療提供体制 と一体的に整備 してい くことが重

要であることか ら、 この計画は、令和22 (2040) 年 を見据 えて策定 しています。

なお 、令 和 8 (2026) 年 度 には必 要 な見 直 しを行 い、令 和 9 (2027) 年度 か ら令 和

11(2029) 年度 までを期間 とす る次期計画 を策定す ることとしています。

【図 3 】高齢者プランの計画期間
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